
科学と社会委員会（第２４期・第１回） 
議事次第 

 
１．日 時  平成２９年１２月１日（金）１０：００～１２：００  

 

２．会 場  日本学術会議６－Ｃ（１）会議室 

 

３．議 題   

（1）役員の選出について 

(2) 科学と社会委員会の運営について 

(3）その他 
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４－３ 持続可能な開発目標（SDGs）対応分科会 第２４期への申し送り事項１２ 

 

 



第 24 期 科学と社会委員会委員名簿 
 

平成 29 年 10 月現在 

 

 氏 名 所属・職名 備 考 

委員長 渡辺 美代子 国立研究開発法人科学技術振興機構副理事 
第 三 部 会

員、副会長 

 遠藤 薫 学習院大学法学部教授 第一部会員 

 小林 傳司 大阪大学教授・理事・副学長 第一部会員 

 藤原 聖子 東京大学大学院人文社会系研究科教授 
第一部副部

長 

 松浦 純 東京大学名誉教授 第一部会員 

 甲斐 知惠子 東京大学医科学研究所教授 第二部会員 

 小安 重夫 国立研究開発法人理化学研究所理事 第二部会員 

 西村 いくこ 
甲南大学教授、日本学術振興会学術システム研

究センター副所長 
第二部会員 

 平井 みどり 神戸大学名誉教授 
第二部副部

長 

 古谷 研 
創価大学大学院工学研究科教授、東京大学特任

教授 
第二部会員 

 高橋 桂子 
国立研究開発法人海洋研究開発機構地球情報

基盤センター センター長 
第三部幹事 

 坪井 俊 東京大学大学院数理科学研究科教授 第三部会員 

 中村 崇 東北大学名誉教授 第三部会員 

 藤井 良一 
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構

長 
第三部会員 

資料１ 
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ゲノム編集技術と社会に関する検討分科会 
 
 

 氏  名 所  属  ・  職  名 備  考 

委員長 石川 冬木 京都大学大学院生命科学研究科教授 第二部会員 

副委員長 須藤 靖 
東京大学大学院理学系研究科物理学

専攻教授 
連携会員 

幹事 石井 哲也 
北海道大学安全衛生本部ライフサイ

エンス系研究安全担当教授 
連携会員 

 渡辺 美代子 
国立研究開発法人科学技術振興機構

副理事 

副会長、 

第三部会員 

 藤原 聖子 
東京大学大学院人文社会系研究科教

授 
第一部会員 

 澁澤 栄 東京農工大学大学院農学研究院教授 第二部会員 

 阿久津 英憲 

国立研究開発法人国立成育医療研究

センター研究所再生医療センター生

殖医療研究部部長 

特任連携会

員 
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資料２－１ 

日本学術会議細則（抜粋） 

 

 （常置の委員会の設置） 

第１０条 機能別委員会は、別表第２のとおり設置することとし、運営に関する事項は、幹事会

が定める。 

 
（中略） 

 
別表第２（第１０条関係）（１５０総・１６７総・１７１総・一部改正） 

委員会名 委員長 職務 

選考委員会 会長 会員及び連携会員の選考（会則第８条） 

科学者委員会 会則第５条第１号

に規定する職務を

行う副会長 

科学者の在り方、人権及び自由交流に関するこ

と、科学における男女共同参画に関すること、会

員及び連携会員の辞職（会則第９条第３項、同第

１３条第２項）、会員及び連携会員の退職（会則

第１０条第２項、同第１４条第２項）、地区会議

に関すること、日本学術会議協力学術研究団体

に関すること、その他科学者間の連携に関する

こと 

科学と社会委員会 会則第５条第２号

に規定する職務を

行う副会長 

勧告、要望及び声明の内容等の検討（幹事会決定

事項）、総合科学技術・イノベーション会議との

連携に資するための審議課題の検討、国民の科

学に対する理解の増進、その他学術会議と政府、

社会及び国民等との関係に関すること 

国際委員会 会則第５条第３号

に規定する職務を

行う副会長 

学術会議における国際活動の調整、その他学術会

議の国際的対応に関すること 
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●科学と社会委員会運営要綱 

 
                    平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 ４ 日  
                    日本学術会議第１回幹事会決定 

 
（組織） 
第１ 科学と社会委員会（以下「委員会」という。）は、副会長（日本学術会議会則第５条

第２号担当）、各部の３名（うち１名は役員とする。）の会員及び必要に応じて会員の中

から選ばれる４名以内の委員をもって組織する。 
 
（分科会） 
第２ 委員会に、次の表のとおり分科会及び小委員会を置く。分科会及び小委員会の設置

期限は当該期末までとし、委員長は期首及び適時に分科会及び小委員会の設置について

幹事会に提案する。 

 
（庶務） 
第３ 委員会の庶務は、事務局企画課及び参事官（審議第一担当及び審議第二担当）にお

いて処理する。ただし、Gender Summit10分科会の庶務は、必要に応じて事務局参事官（国

際業務担当）の協力を得て、事務局企画課において処理する。なお、分野別委員会ジェ

ンダー系分科会との連携に当たっては、必要に応じて事務局参事官（審議第一担当）の

協力を得ることとする。 
 
（雑則） 
第４ この要綱に定めるもののほか、議事の手続その他委員会の運営に関し必要な事項は、

委員会が定める。 
 

附 則 

 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成１８年１１月２２日日本学術会議第２９回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

分 科 会 調査審議事項 構  成   備 考 

ゲノム編集技術と

社会に関する検討

分科会 

・ゲノム編集技術と社会と

の関わりについての検討

事項の整理 

・公開シンポジウムにおけ

る意見交換の進め方 

に関すること 

10 名以内の会員又

は連携会員 

設置期間：平成

29 年 10 月 30 日

～平成 30年３月

31日 

資料２－２ 
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附 則（平成１９年４月２６日日本学術会議第３７回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２０年１２月２５日日本学術会議第７０回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２１年 ２月２６日日本学術会議第７２回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２３年１０月２８日日本学術会議第１３９回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２３年１２月２１日日本学術会議第１４２回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２４年１月２７日日本学術会議第１４４回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２５年２月２２日日本学術会議第１６９回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２５年９月２４日日本学術会議第１７８回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２６年３月２０日日本学術会議第１９０回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２６年１０月２３日日本学術会議第２０４回幹事会決定） 

 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２７年１月２９日日本学術会議第２０８回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２７年５月２２日日本学術会議第２１３回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２７年６月１９日日本学術会議第２１４回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２７年８月２８日日本学術会議第２１７回幹事会決定） 
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 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２７年１２月１８日日本学術会議第２２３回幹事会決定） 
 この決定は、平成２８年２月２９日から施行する。ただし、第２の表科学力増進分科会

の号の改正規定は、平成２８年３月１日から施行する。 
 

附 則（平成２８年３月２４日日本学術会議第２２６回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２８年８月２６日日本学術会議第２３３回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２９年４月２８日日本学術会議第２４５回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２９年５月２６日日本学術会議第２４６回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 
 

附 則（平成２９年１０月３０日日本学術会議第２５６回幹事会決定） 
 この決定は、決定の日から施行する。 

6



1
. 
年

次
報

告
検

討
分

科
会

2
. 
課

題
別

審
議

検
討

分
科

会

3
. 
課

題
別

審
議

等
査

読
分

科
会

4
. 
科

学
力

増
進

分
科

会

5
. 
「

知
の

航
海

」
分

科
会

6
. 
持

続
可

能
な

開
発

目
標

（
S

D
G

s
）

対
応

分
科

会

7
.政

府
、

社
会

及
び

国
民

等
と

の
連

携
強

化
分

科
会

（
な

し
）

8
. 
ゲ

ノ
ム

編
集

技
術

と
社

会
に

関
す

る
検

討
分

科
会

（
1

7
/
1

1
終

了
）

9
. 
G

e
n

d
e
r 

S
u

m
m

it
 1

0
分

科
会

（
終

了
済

み
）

1
. 
年

次
報

告
検

討
分

科
会

2
. 
課

題
別

審
議

等
査

読
分

科
会

3
. 
科

学
力

分
科

会
（

市
民

向
け

）

4
. 
メ

デ
ィ

ア
懇

談
分

科
会

（
新

規
）

5
. 
政

府
・

産
業

界
連

携
分

科
会

（
新

規
）

第
２

３
期

科
学

と
社

会
委

員
会

第
2

4
期

科
学

と
社

会
委

員
会

持
続

可
能

な
開

発
目

標
(S

D
G

s
)

対
応

（
第

1
-
3
部

取
組

み
含

む
）

委
員

会
に

て
取

組
み

会
長

副
会

長
に

て
取

組
み

科
学

と
社

会
委

員
会

構
成

案
2

0
1

7
/
1

1
/
2

3
 渡

辺

資
料
３

7



1.
年
次
報
告
検
討
分
科
会

年
次
報
告
書
の
執
筆
・
編
集
を
行
う

委
員
：
副
会
長
（
渡
辺
）
、
各
部
１
名
、
（
必
要
に
応
じ
て
連
携
会
員
を
追
加
）

２
．
課
題
別
審
議

等
査
読
分
科
会

課
題
別
委
員
会
と
幹
事
会
附
置

委
員
会
の
提
言
と
報
告
、
声
明
、
勧
告

、
要
望
の
査
読

委
員
：
副
会
長
（
渡
辺
）
、
各
部

4-
6名

、
（
必
要
に
応
じ
て
連
携
会
員
を
追
加
）

３
．
科
学
力
分
科

会
（
市
民
向
け
）

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
と
サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ
企
画
、
及
び
そ
の
他
市
民
と
の

対
話
に
向
け
た

企
画
の
検
討

委
員
：
各
部
３
名
、
連
携
会
員

４
．
メ
デ
ィ
ア
懇
談
分
科
会
（
新
規
）

新
聞
社
論
説
委
員
等
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
へ
の
話
題
提
供
と
懇
談
を
企
画

し
、
実
行

委
員
：
会
長
、
副
会
長
（

3名
）
、
各

部
1-

2名

５
．
政

府
・
産
業
界
連
携
分
科
会
（
新
規
）

文
科
省
な
ど
の
省
庁
、
経
団
連
な
ど
と
の
懇
談

委
員
：
会
長
、
副
会
長
（
渡
辺
）
、
各
部
１
名
、
（
必
要
に
応
じ
て
連
携
会
員
を
追
加
）

科
学

と
社

会
委

員
会

構
成

案
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■
活

動
希

望
種

別

※
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
企

画
等

が
あ

り
、

期
首

に
設

置
を

要
す

る
も

の
。

○
2
4
期

に
成

果
を

あ
げ

る
こ

と
が

見
込

め
、

早
期

の
設

置
が

必
要

（
例

：
具

体
的

な
審

議
課

題
が

想
定

さ
れ

る
等

）
。

△
当

該
分

野
の

意
義

は
あ

る
が

、
2
4
期

の
体

制
で

見
直

し
を

含
め

検
討

（
例

：
調

査
審

議
事

項
の

見
直

し
、

他
分

科
会

と
統

合
、

設
置

要
否

等
）

×
十

分
な

成
果

が
達

成
さ

れ
た

、
あ

る
い

は
今

期
の

活
動

実
績

が
低

調
で

あ
る

等
、

当
面

は
当

該
分

科
会

設
置

を
要

し
な

い
。

（
新

た
な

分
科

会
と

し
て

設
置

す
る

可
能

性
含

む
）

3
委

員
会

名
：
　

科
学

と
社

会
委

員
会

委
員

長
名

：
　

井
野

瀬
　

久
美

惠

分
科

会
名

案
井

野
瀬

コ
メ

ン
ト

第
2
3
期

の
開

催
回

数
渡

辺
追

記
(2

0
1
7
/
1
1
/
1
3
引

継
ぎ

の
結

果
)

1
科

学
力

増
進

分
科

会
○

6
サ

イ
エ

ン
ス

カ
フ

ェ
と

サ
イ

エ
ン

ス
ア

ゴ
ラ

の
継

続
は

必
要

だ
が

、
そ

の
や

り
方

は
検

討
が

必
要

2
年

次
報

告
検

討
分

科
会

○
8

従
来

通
り

の
継

続
が

必
要

3
「
知

の
航

海
」
分

科
会

○
た

だ
し

刊
行

予
定

を
見

直
し

た
方

が
い

い
。

2
3
年

に
2
冊

出
版

し
た

の
み

、
岩

波
書

店
と

の
連

携
な

の
で

、
継

続
に

つ
い

て
は

前
委

員
長

に
聞

く
必

要
が

あ
る

4
課

題
別

審
議

検
討

分
科

会
○

6
第

２
４

期
に

会
長

副
会

長
で

検
討

す
る

な
ら

必
要

な
し

5
課

題
別

審
議

等
査
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分

科
会

○
6

従
来

通
り

の
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続
が

必
要

、
事

務
局

が
中

心
に

な
っ

て
運

営

6
G

e
n
de

r 
S
u
m

m
it
 1

0
分

科
会

×
G

S
1
0
終

了
と

と
も

に
、

役
割

終
了

3

7
持

続
可

能
な

開
発

目
標

（
S
D

G
ｓ
）
対

応
分

科
会

○
具

体
的

な
申

し
送

り
事

項
を

出
す

が
、

科
学

と
社

会
委

員
会

に
設

置
さ

れ
る

の
が

望
ま

し
い

。
3

第
２

３
期

よ
り

広
く
と

ら
え

る
こ

と
は

望
ま

し
い

8
ゲ

ノ
ム

編
集

技
術

と
社

会
に

関
す

る
検

討
分

科
会

※
1
1
月

の
サ

イ
エ

ン
ス

・
ア

ゴ
ラ

の
た

め
に

は
必

要
だ

が
、

そ
の

後
の

こ
と

は
ど

う
な

っ
て

い
る

か
、

チ
ェ

ッ
ク

し
て

ほ
し

い
2

サ
イ

エ
ン

ス
ア

ゴ
ラ

終
了

に
伴

っ
て

終
了

し
て

問
題

な
い

(略
)

第
2
3
期

分
科

会
等

の
申

し
送

り
【
②

機
能

別
委

員
会

】
(略

)

(略
)

第
2
3
期

委
員

会
等

の
申

し
送

り
一

覧
（
抜

粋
）

　
・
1
0
月

冒
頭

の
総

会
中

幹
事

会
に

お
い

て
暫

定
設

置
を

審
議

　
・
2
3
期

中
に

、
暫

定
設

置
の

た
め

の
運

営
要

綱
や

委
員

候
補

等
の

案
の

作
成

（
設

置
期

間
：
2
0
1
7
年

1
0
月

～
2
0
1
8
年

3
月

）
（
注

）
委

員
候

補
＝

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
提

案
時

に
示

し
た

登
壇

者

　
・
1
0
月

冒
頭

の
総

会
中

の
分

野
別

委
で

「
世

話
人

」
を

決
定

　
・
世

話
人

中
心

に
運

営
要

綱
案

の
作

成
　

　
→

1
0
月

末
目

途
の

定
例

幹
事

会
に

お
い

て
設

置
審

議

　
・
1
0
月

冒
頭

の
総

会
中

の
分

野
別

委
で

議
論

　
・
必

要
に

応
じ

「
世

話
人

」
を

決
定

し
、

見
直

し
を

検
討

　
　

→
1
1
月

末
以

降
の

定
例

幹
事

会
に

お
い

て
設

置
審

議

　
・
当

面
は

「
世

話
人

」
を

決
定

し
な

い
。

　
・
2
4
期

の
分

野
別

委
の

議
論

の
結

果
、

再
設

置
す

る
こ

と
は

妨
げ

な
い

。

資
料

４
－

１
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資料４－２ 

「知の航海」分科会萩原前委員長のコメント 
 
 
「知の航海」分科会ですが、提案しても必ずしも岩波書店さんの方で積極的な

感じでなくなってきています（刊行数を抑えたい御意向）。 
 
知の航海シリーズですが、確かに次の 2 点です。 

 
2015 年  8 月 齋藤成也：日本列島人の歴史 
2016 年 10 月 西崎文子・武内進一：紛争・対立・暴力 
 
「紛争・対立・暴力」で、このシリーズは合計 11 点になります。 
 

2018 年 2 月刊行予定で 
遠藤薫：ロボットの社会学（書名変更予定） 

を準備していますが、それより先は、具体的に動いているものはありません。 
（小島毅先生の「古典は誘う」という企画が２年ほど前までは多少の動きがあり

ましたが、この 1 年ほどは、とくに進展はありません） 
 
岩波書店編集長の山本慎一様のご意見は次の通りです。 

 
「現状では、ひとまず当初の目的は達したようにも思いますので、関係者の皆様

のご意見を伺ったうえで、区切りをつけてもよいかと思っています」。 
 
 以上、答えになっていますでしょうか。 
 どうぞ宜しくお願い致します。 
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平成２９年１１月現在 

 

「知の航海」シリーズ一覧 

 

第２１期刊 

刊行年月 タイトル 著者 

2011 年 6 月 幸せのための経済学――効率と衡平の考え方            蓼沼 宏一 

2011 年 6 月 さとやま――生物多様性と生態系模様               鷲谷いづみ 

2011 年 6 月 ロボット創造学入門                       広瀬 茂男 

2011 年 7 月 タバコとわたしたち                       大野 竜三 

 

第２２期刊 

刊行年月 タイトル 著者 

2012 年 1 月 光触媒が未来をつくる―環境・エネルギーをクリーンに       藤嶋  昭 

2012 年 6 月 グローバリゼーションの中の江戸            田中 優子 

2012 年 9 月 代理母問題を考える                   辻村みよ子 

2012 年 12 月 理系女子的生き方のススメ               美馬のゆり 

2014 年 3 月 中東から世界が見える―イラク戦争から「ｱﾗﾌﾞの春」へ               酒井 啓子 

 

第２３期刊 

刊行年月 タイトル 著者 

2015 年 8 月 日本列島人の歴史 斎藤 成也 

2016 年 10 月 紛争・対立・暴力―世界の地域から考える 西崎 文子 

武内 進一 

 

（参考） 
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（別紙） 

持続可能な開発目標（SDGs）対応分科会 

第 24 期への申送り事項 

   

                    第 23 期 SDGs 対応分科会委員長 

                           井野瀬久美惠 

  

 国連の持続可能な開発目標(SDGs)は、学術界を含む様々なセクターと協働して、包括

的かつ統合的に実行していかなければ、達成し得ないものである。だからこそ、学術界

には、これまで追究してきた知見・知恵・技術の活用や人材育成などの観点から、大き

な期待が寄せられている。他方、学術界もまた、SDGs を視野に入れることによって、学

問のあり方を見直し、持続的発展の新たな方向性を見いだすことが可能となろう。 

こうした見通しのもと、日本学術会議は、2017 年 4 月 28 日、日本の学術を代表する

機関として SDGs にどのように対応すべきかについて、「科学と社会委員会」のもとに分

科会を立ち上げ、集中的な議論を行った。その結果を、第 24 期への引き継ぎ事項とし

て、以下 5点にまとめた。 

SDGs 対応分科会委員一同、学術会議が、学術において、さらには政府や産業界などと

の連携の要としても、SDGs をめぐる議論のプラットフォームとなることを心から願っ

ている。 

 

１）機能別委員会の「科学と社会委員会」のもとに SDGs への対応を検討する

分科会を設置し、SDGs との関係の認識が薄い分野をも巻き込みながら、各

部並びに若手アカデミーを含めた議論が必要である。 

  学術・科学と社会との関わりにおいて、SDGs はひとつの大きな契機を提

供している。社会と関わりを持たない分野はない。"Science in Society, 

Science for Society"を志向する学術会議にとって、SDGs は主要テーマの

ひとつとなりうる。その意味からも、SDGs 対応を検討する分科会は、「科学

と社会委員会」のもとに設置されるべきである。 

  アンケート調査によれば、学術会議内部での SDGs への関心には温度差が

あるが、たとえば環境や開発、保健や経済といった SDGs とのつながりがわ

かりやすい分野から次につなげる議論を始める、という進め方もあると考え

る。 

 

２）「SDGs への対応」には、「学術会議が SDGs にどのように関わるか」ととも

に、「学術会議自体が SDGs 対応によってどのように『体質改善』するのか」

も含まれる。そのためには、学術会議の特徴である俯瞰的な視点がますます

12

co459730
長方形



 

重要となる。 

  以前から、提言等、学術会議からの意志の発出については、全体像が見づ

らいとの批判があった。提言等の相互関連、類似の問題に対峙する際の問題

意識の違いとその意味等について、SDGs の枠組みを利用すれば全体を俯瞰

しやすくなるだろう。また、SDGs を含めた「日本の展望」(2010 年)の検証

により、学術会議自体の改革の進捗が期待できる。 

 

３）SDGs に照らして学術界をレビューし、学術界もまた SDGs をレビューする

――SDGs にこの双方向で向き合う認識が求められる。 

  SDGs は必ずしも完璧ではない。2017 年 5 月には国際科学会議(ICSU)が

SDGs のターゲットに関する報告書を公表している。このような SDGs 自体の

批判的な見直しや体系化は、学術に身を置く者にこそ可能である。SDGs タ

ーゲットのレビューは、2030 年を到達目標とする SDGs の展開にとって、そ

して学術の未来にとっても、プラスに作用すると考える。この双方向性の認

識に基づく活動こそ、全ての専門分野の研究者が集う学術会議ならではの役

割でもある。 

 

４）研究者、とりわけ若手研究者に対する業績評価を SDGs との関係で見直す

ことを視野に置いて考える。 

学術界が SDGs と向き合い、そのプラットフォームとして学術会議が機能

するためには、若手研究者の関与が必至である。しかしながら、現在のよう

な論文偏重の業績評価では、若手の関与そのものが限定的にならざるをえな

い。研究者評価のあり方を SDGs と関連づけて多角的に議論することは、従

来型の若手育成を超えて我が国の学術界に風穴を開け、学術研究全体を活性

化するという意味においても、学術会議の重要な課題であると考える。 

 

５）学術会議以外の国内外の組織の動きや議論のあり方に関する情報を集め、

フィードバックするなどして、学術会議での議論の相対化に留意する。 

  現在、内閣府のSDGs推進本部やその円卓会議のみならず、国際連合やICSU

といった国際機関、外務省や科学技術振興機構(JST)といった政府関連機関、

さらには産業界でも SDGs 対応の活動や議論がさまざまに展開され、さまざ

まな議論がなされている。そうした多様な場で学術会議の議論が参照され、

さらに国際的論議をリードするには、タコツボ化に陥らないよう、周囲の議

論にたえず気を配る必要がある。その上で、学術会議内の実践を積み重ね、

発信していく一つの方法として、「学術会議版グッドプラクティス資料集」

の作成も考えられる。 
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2
2
期

提
言

と
S
D

G
s

提
言

一
覧

　
【
全

6
9
件

】

公
表

日
名

称
１

．
貧

困
２

．
飢

餓
３

．
健

康
４

．
教

育
５

．
ジ

ェ
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ダ
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．

水
と

衛
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．

産
業

基
盤

1
0
.公

平
性

1
1
.人

間
居

住
1
2
.生

産
消

費
1
3
.気

候
変

動
1
4
.海

洋
資

源
1
5
.陸

域
生

態
系
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と
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○

○
◎
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○
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IS
技

能
の

育
成

－
地

域
の

課
題

を
分

析
し

地
域

づ
く
リ

に
参

画
す

る
人

材
育

成
－

◎
○

○
○

2
0
1
4
/
9
/
3
0

超
高

齢
社

会
の

フ
ロ

ン
ト

ラ
ン

ナ
ー

日
本

：
こ

れ
か

ら
の

日
本

の
医

学
・
医

療
の

あ
り

方
◎

△
○

2
0
1
4
/
9
/
2
9

ユ
ビ

キ
タ

ス
状

況
認

識
社

会
の

構
築

と
時

空
間

デ
ー

タ
基

盤
の

整
備

に
つ

い
て

◎
○

2
0
1
4
/
9
/
2
9

我
が

国
の

研
究

力
強

化
に

資
す

る
若

手
研

究
人

材
雇

用
制

度
に

つ
い

て
○

○
◎

2
0
1
4
/
9
/
2
9

ロ
ボ

ッ
ト

活
用

に
よ

る
社

会
課

題
解

決
と

そ
れ

を
支

え
る

先
端

研
究

の
一

体
的

推
進

方
策

～
社

会
共

創
ロ

ボ
テ

ィ
ク

ス
～

△
△

◎
△

△

2
0
1
4
/
9
/
2
6

発
電

以
外

の
原

子
力

利
用

の
将

来
の

あ
り

方
に

つ
い

て
○

○
△

2
0
1
4
/
9
/
2
5

東
日

本
大

震
災

か
ら

の
復

興
政

策
の

改
善

に
つ

い
て

の
提

言
○

◎
○

2
0
1
4
/
9
/
2
2

災
害

に
対

す
る

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
向

上
に

向
け

て
○

○
◎

◎
○

2
0
1
4
/
9
/
1
9

復
興

に
向

け
た

長
期

的
な

放
射

能
対

策
の

た
め

に
－

学
術

専
門

家
を

交
え

た
省

庁
横

断
的

な
放

射
能

対
策

の
必

要
性

－
◎

◎
△

2
0
1
4
/
9
/
1
9

復
興

・
国

土
強

靭
化

に
お

け
る

生
態

系
イ

ン
フ

ラ
ス

ト
ラ

ク
チ

ャ
ー

活
用

の
す

す
め

◎
○

◎

2
0
1
4
/
9
/
1
6

被
災

者
に

寄
り

添
い

続
け

る
就

業
支

援
・
産

業
振

興
を

◎
◎

△

2
0
1
4
/
9
/
1
1

持
続

可
能

な
未

来
の

た
め

の
教

育
と

人
材

育
成

の
推

進
に

向
け

て
◎

◎

2
0
1
4
/
9
/
1
1

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

時
代

に
対

応
す

る
人

材
の

育
成

◎
○

○

2
0
1
4
/
9
/
1
1

こ
れ

か
ら

の
労

働
者

の
心

の
健

康
の

保
持

・
増

進
の

た
め

に
◎

○

2
0
1
4
/
9
/
1
1

科
学

と
社

会
の

よ
り

よ
い

関
係

に
向

け
て

―
福

島
原

発
災

害
後

の
信

頼
喪

失
を

踏
ま

え
て

―
○

○

2
0
1
4
/
9
/
8

い
ま

こ
そ

「
包

摂
す

る
社

会
」
の

基
盤

づ
く
り

を
◎

△
◎

△
○

◎
◎

○
△

◎
◎

2
0
1
4
/
9
/
4

医
学

教
育

に
お

け
る

必
修

化
を

は
じ

め
と

す
る

放
射

線
の

健
康

リ
ス

ク
科

学
教

育
の

充
実

○
○

2
0
1
4
/
9
/
4

環
境

リ
ス

ク
の

視
点

か
ら

の
原

発
事

故
を

伴
っ

た
巨

大
広

域
災

害
発

生
時

の
備

え
○

○
○

2
0
1
4
/
9
/
1

超
高

齢
社

会
に

お
け

る
運

動
器

の
健

康
－

健
康

寿
命

延
伸

に
向

け
て

－
◎

○

2
0
1
4
/
9
/
1

昆
虫

分
類

・
多

様
性

研
究

の
飛

躍
的

な
拡

充
と

基
盤

整
備

の
必

要
性

○
○

2
0
1
4
/
8
/
2
9

各
種

選
挙

に
お

け
る

投
票

率
低

下
へ

の
対

応
策

◎

2
0
1
4
/
8
/
2
5

放
射

能
汚

染
地

に
お

け
る

除
染

の
推

進
に

つ
い

て
～

現
実

を
直

視
し

た
科

学
的

な
除

染
を

～
○

○
○

○

2
0
1
4
/
8
/
2
1

健
や

か
な

次
世

代
育

成
に

関
す

る
提

言
◎

○
○

○
○

○

2
0
1
4
/
8
/
2
0

震
災

復
興

原
則

を
踏

ま
え

た
環

境
政

策
・
環

境
計

画
の

新
た

な
展

開
○

○
○

○
○

○

2
0
1
4
/
8
/
2
0

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

時
代

に
お

け
る

統
計

科
学

教
育

・
研

究
の

推
進

に
つ

い
て

◎
○

○

2
0
1
4
/
7
/
1
0

人
文

学
的

ア
ジ

ア
研

究
の

振
興

に
関

す
る

提
言

○

2
0
1
4
/
7
/
4

ケ
ア

の
時

代
を

先
導

す
る

若
手

看
護

学
研

究
者

の
育

成
◎

○
△

2
0
1
4
/
6
/
2
4

文
化

財
の

次
世

代
へ

の
確

か
な

継
承

―
災

害
を

前
提

と
し

た
保

護
対

策
の

構
築

を
め

ざ
し

て
―

△
△

△

2
0
1
4
/
6
/
2
3

男
女

共
同

参
画

社
会

の
形

成
に

向
け

た
民

法
改

正
◎

◎
○

1
 /

 1
0
 ペ

ー
ジ
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公
表

日
名

称
１

．
貧

困
２

．
飢

餓
３

．
健

康
４

．
教

育
５

．
ジ

ェ
ン

ダ
ー

６
．

水
と

衛
生

７
．

エ
ネ

ル
ギ

ー
８

．
経

済
と

雇
用

９
．

産
業

基
盤

1
0
.公

平
性

1
1
.人

間
居

住
1
2
.生

産
消

費
1
3
.気

候
変

動
1
4
.海

洋
資

源
1
5
.陸

域
生

態
系

1
6
.平

和
と

公
正

1
7
.パ

ー
ト

ナ
S
D

G
的

発
想

対
象

外

2
0
1
4
/
6
/
1
3

再
び

高
校

歴
史

教
育

の
あ

り
方

に
つ

い
て

○

2
0
1
4
/
6
/
1
0

東
日

本
大

震
災

か
ら

新
時

代
の

水
産

業
の

復
興

へ
（
第

二
次

提
言

）
○

○
○

◎

2
0
1
4
/
6
/
3

社
会

調
査

基
盤

の
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
向

け
た

官
民

学
連

携
研

究
拠

点
の

構
築

○
△

△
△

2
0
1
4
/
5
/
9

我
が

国
の

学
術

情
報

基
盤

の
在

り
方

に
つ

い
て

 ―
S
IN

E
T
の

持
続

的
整

備
に

向
け

て
―

○
○

2
0
1
4
/
5
/
7

物
性

物
理

学
・
一

般
物

理
学

の
学

術
研

究
の

さ
ら

な
る

振
興

の
た

め
に

○
○

2
0
1
4
/
4
/
2
3

い
の

ち
を

育
む

安
全

な
沿

岸
域

の
形

成
に

向
け

た
海

岸
林

の
再

生
に

関
す

る
提

言
○

○
◎

○

2
0
1
4
/
3
/
3
1

緊
急

被
ば

く
医

療
に

対
応

で
き

る
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
内

用
療

法
拠

点
の

整
備

○

2
0
1
4
/
3
/
2
7

我
が

国
の

研
究

者
主

導
臨

床
試

験
に

係
る

問
題

点
と

今
後

の
対

応
策

○

2
0
1
4
/
3
/
2
0

我
が

国
の

バ
イ

オ
セ

ー
フ

テ
ィ

レ
ベ

ル
4
（
B

S
L
-
4
）
施

設
の

必
要

性
に

つ
い

て
○

2
0
1
4
/
3
/
1
2

第
2
2
期

学
術

の
大

型
研

究
計

画
に

関
す

る
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

（
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

2
0
1
4
）

○

2
0
1
4
/
1
/
2
3

病
原

体
研

究
に

関
す

る
デ

ュ
ア

ル
ユ

ー
ス

問
題

○
○

2
0
1
4
/
1
/
2
0

薬
剤

師
の

職
能

将
来

像
と

社
会

貢
献

○
○

2
0
1
3
/
1
2
/
2
6

研
究

活
動

に
お

け
る

不
正

の
防

止
策

と
事

後
措

置
―

科
学

の
健

全
性

向
上

の
た

め
に

―
○

2
0
1
3
/
1
2
/
2
0

臨
床

研
究

に
か

か
る

利
益

相
反

(C
O

I）
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

の
意

義
と

透
明

性
確

保
に

つ
い

て
○

2
0
1
3
/
1
0
/
1
6

研
究

用
原

子
炉

の
あ

り
方

に
つ

い
て

○

2
0
1
3
/
9
/
6

原
子

力
災

害
に

伴
う

食
と

農
の

「
風

評
」
問

題
対

策
と

し
て

の
検

査
態

勢
の

体
系

化
に

関
す

る
緊

急
提

言
○

△

2
0
1
3
/
8
/
3
0

無
煙

タ
バ

コ
製

品
（
ス

ヌ
ー

ス
を

含
む

）
に

よ
る

健
康

被
害

を
阻

止
す

る
た

め
の

緊
急

提
言

○

2
0
1
3
/
7
/
2
6

1
0
0
万

人
ゲ

ノ
ム

コ
ホ

ー
ト

研
究

の
実

施
に

向
け

て
○

△

2
0
1
3
/
6
/
2
7

原
発

災
害

か
ら

の
回

復
と

復
興

の
た

め
に

必
要

な
課

題
と

取
り

組
み

態
勢

に
つ

い
て

の
提

言
△

○
○

○
○

○

2
0
1
3
/
5
/
2

災
害

に
対

す
る

社
会

福
祉

の
役

割
―

東
日

本
大

震
災

へ
の

対
応

を
含

め
て

―
○

△
○

○
○

○

2
0
1
3
/
3
/
2
8

東
日

本
大

震
災

に
係

る
学

術
調

査
―

課
題

と
今

後
に

つ
い

て
―

○

2
0
1
3
/
3
/
2
2

我
が

国
の

子
ど

も
の

成
育

環
境

の
改

善
に

む
け

て
－

成
育

時
間

の
課

題
と

提
言

－
◎

○
○

2
0
1
3
/
2
/
2
5

 
日

本
の

経
済

政
策

の
構

想
と

実
践

を
目

指
し

て
△

○
○

◎
○

○
△

○
○

2
0
1
3
/
2
/
2
5

科
学

・
技

術
を

担
う

将
来

世
代

の
育

成
方

策
～

教
育

と
科

学
・
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
一

体
的

振
興

の
す

す
め

～
◎

○
○

2
0
1
3
/
1
/
3
1

地
質

地
盤

情
報

の
共

有
化

に
向

け
て

－
安

全
・
安

心
な

社
会

構
築

の
た

め
の

地
質

地
盤

情
報

に
関

す
る

法
整

備
－

○
○

2
0
1
2
/
1
2
/
5

「
ひ

と
」
と

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
の

力
を

生
か

し
た

復
興

ま
ち

づ
く
り

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
形

成
の

緊
急

提
言

◎
○

2
0
1
2
/
1
2
/
5

い
の

ち
を

育
む

安
全

な
沿

岸
域

形
成

の
早

期
実

現
に

向
け

た
災

害
廃

棄
物

施
策

・
多

重
防

御
施

策
・
生

物
多

様
性

施
策

の
統

合
化

の
緊

急
提

言
○

○

2
0
1
2
/
1
0
/
2
6

我
が

国
の

研
究

評
価

シ
ス

テ
ム

の
在

り
方

 ～
研

究
者

を
育

成
・
支

援
す

る
評

価
シ

ス
テ

ム
へ

の
転

換
～

○

2
0
1
2
/
8
/
8

ヒ
ト

生
命

情
報

統
合

研
究

の
拠

点
構

築
－

国
民

の
健

康
の

礎
と

な
る

大
規

模
コ

ホ
ー

ト
研

究
－

○
△

2
0
1
2
/
6
/
2
7

我
が

国
の

宇
宙

政
策

の
あ

り
方

と
宇

宙
科

学
の

推
進

に
つ

い
て

－
宇

宙
開

発
利

用
の

さ
ら

な
る

発
展

の
た

め
に

－
△

○

2
0
1
2
/
4
/
9

学
術

か
ら

の
提

言
―

今
、

復
興

の
力

強
い

歩
み

を
―

（
英

文
）
R

e
c
o
m

m
e
n
da

ti
o
n
s 

fr
o
m

 S
c
ie

n
c
e
 C

o
u
n
c
il 

o
f 
J
ap

an
 (
S
C

J
) 
-
 w

it
h

C
o
n
fi
de

n
t 

S
te

ps
 t

o
w

ar
ds

 R
e
c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
 -

○
○

○
◎

◎
△

○

2
0
1
2
/
4
/
9

災
害

廃
棄

物
の

広
域

処
理

の
あ

り
方

に
つ

い
て

（
英

文
）
O

n
 C

ro
ss

-
re

gi
o
n
al

 P
ro

c
e
ss

in
g 

o
f 
D

is
as

te
r 

W
as

te
s

○
△

2
 /

 1
0
 ペ

ー
ジ
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公
表

日
名

称
１

．
貧

困
２

．
飢

餓
３

．
健

康
４

．
教

育
５

．
ジ

ェ
ン

ダ
ー

６
．

水
と

衛
生

７
．

エ
ネ

ル
ギ

ー
８

．
経

済
と

雇
用

９
．

産
業

基
盤

1
0
.公

平
性

1
1
.人

間
居

住
1
2
.生

産
消

費
1
3
.気

候
変

動
1
4
.海

洋
資

源
1
5
.陸

域
生

態
系

1
6
.平

和
と

公
正

1
7
.パ

ー
ト

ナ
S
D

G
的

発
想

対
象

外

2
0
1
2
/
4
/
9

二
度

と
津

波
犠

牲
者

を
出

さ
な

い
ま

ち
づ

く
り

―
東

北
の

自
然

を
生

か
し

た
復

興
を

世
界

に
発

信
―

（
英

文
）
B

u
ild

in
g 

T
su

n
am

i-
pr

o
o
f 

C
o
m

m
u
n
it
ie

s 
-
 S

h
o
w

in
g 

H
o
w

 T
o
h
o
ku

R
e
c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
 M

ak
e
s 

U
se

 o
f 

N
at

u
re

 -

○
△

○
△

◎
◎

○

2
0
1
2
/
4
/
9

被
災

地
の

求
職

者
支

援
と

復
興

法
人

創
設

―
被

災
者

に
寄

り
添

う
産

業
振

興
・
就

業
支

援
を

―
（
英

文
）
S
u
p
p
o
rt

in
g 

J
o
b
-
S
e
e
ke

rs
 a

n
d
 E

st
ab

lis
h
in

g 
R

e
c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
 N

o
n
-

pr
o
fi
ts

 i
n
 D

is
as

te
r-

S
tr

ic
ke

n
 A

re
as

-
 T

o
w

ar
ds

 t
h
e
 P

ro
m

o
ti
o
n
 o

f 
In

du
st

ry
an

d 
E
m

pl
o
ym

e
n
t 

to
 S

u
pp

o
rt

 V
ic

ti
m

s 
in

 D
is

as
te

r-
S
tr

ic
ke

n
 A

re
as

 -

○
△

◎
○

○

2
0
1
2
/
4
/
9

放
射

能
対

策
の

新
た

な
一

歩
を

踏
み

出
す

た
め

に
―

事
実

の
科

学
的

探
索

に
基

づ
く
行

動
を

―
（
英

文
）
T
o
w

ar
d 

M
ak

in
g 

a 
N

e
w

 S
te

p 
F
o
rw

ar
d 

in
 R

ad
ia

ti
o
n
 M

e
as

u
re

s 
-

T
ak

in
g 

A
c
ti
o
n
s 

ba
se

d 
o
n
 F

ac
t-

ba
se

d 
S
c
ie

n
ti
fi
c
 R

e
se

ar
c
h
 -

◎
△

記
入

印
の

凡
例

該
当

す
る

提
言

数
◎

そ
の

項
目

の
S
D

G
の

達
成

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

る
2

0
8

5
1

0
0

5
9

2
1
0

0
1

1
1

0
3

1

○
そ

の
項

目
を

対
象

と
す

る
が

、
直

接
的

に
は

S
D

G
達

成
に

つ
な

が
る

と
は

言
え

な
い

4
0

2
0

2
0

1
1

2
1
4

1
8

3
1
9

3
0

0
5

3
1
2

0

△
波

及
効

果
と

し
て

S
D

G
の

達
成

に
つ

な
が

る
、

あ
る

い
は

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

2
1

5
4

0
0

0
7

4
0

7
2

0
0

1
1

1
0

＊
「
S
D

G
的

発
想

」
と

は
、

提
言

・
報

告
が

全
体

と
し

て
S
D

G
sの

発
想

に
近

い
と

判
断

さ
れ

る
も

の

3
 /

 1
0
 ペ

ー
ジ
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2
3
期

提
言

と
S
D

G
s

7
1

第
2
3
期

（
平

成
2
6
年

1
0
月

1
日

～
平

成
2
9
年

9
月

3
0
日

）
　

※
平

成
2
9
年

9
月

2
9
日

時
点

版

公
表

日
名

称
表

出
委

員
会

等
１

．
貧

困
２

．
飢

餓
３

．
健

康
４

．
教

育
５

．
ジ

ェ
ン

ダ
ー

６
．

水
と

衛
生

７
．

エ
ネ

ル
ギ

ー
８

．
経

済
と

雇
用

９
．

産
業

基
盤

1
0
.公

平
性

1
1
.人

間
居

住
1
2
.生

産
消

費
1
3
.気

候
変

動
1
4
.海

洋
資

源
1
5
.陸

域
生

態
系

1
6
.平

和
と

公
正

1
7
.パ

ー
ト

ナ
S
D

G
的

発
想

*
対

象
外

7
1

2
0
1
7
/
9
/
3
0

持
続

可
能

な
最

善
の

医
療

を
実

現
す

る
次

世
代

型
ヘ

ル
ス

ケ
ア

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
臨

床
医

学
委

員
会

手
術

デ
ー

タ
の

全
国

登
録

と
解

析
に

関
わ

る
分

科
会

○

7
0

2
0
1
7
/
9
/
3
0

我
が

国
に

お
け

る
が

ん
創

薬
を

目
指

し
た

基
礎

研
究

の
推

進
と

臨
床

試
験

体
制

の
整

備
に

つ
い

て
基

礎
医

学
委

員
会

・
 臨

床
医

学
委

員
会

合
同

腫
瘍

分
科

会
○

○

6
9

2
0
1
7
/
9
/
2
9

広
域

災
害

時
に

お
け

る
歯

科
医

療
提

供
体

制
歯

学
委

員
会

○
○

6
8

2
0
1
7
/
9
/
2
9

我
が

国
に

お
け

る
臓

器
移

植
の

体
制

整
備

と
再

生
医

療
の

推
進

臨
床

医
学

委
員

会
移

植
・
再

生
医

療
分

科
会

○

6
7

2
0
1
7
/
9
/
2
9

公
共

調
達

に
お

け
る

知
的

生
産

者
の

選
定

に
関

わ
る

法
整

備
-
創

造
的

で
美

し
い

環
境

形
成

の
た

め
に

会
計

法
・
地

方
自

治
法

の
改

正
を

-
知

的
生

産
者

の
公

共
調

達
検

討
分

科
会

○

6
6

2
0
1
7
/
9
/
2
9

我
が

国
の

大
学

等
キ

ャ
ン

パ
ス

デ
ザ

イ
ン

と
そ

の
整

備
シ

ス
テ

ム
の

改
善

に
む

け
て

知
的

創
造

と
活

動
を

喚
起

す
る

環
境

と
し

て
の

大
学

等
キ

ャ
ン

パ
ス

に
関

す
る

検
討

分
科

会
○

6
5

2
0
1
7
/
9
/
2
9

東
日

本
大

震
災

に
伴

う
原

発
避

難
者

の
住

民
と

し
て

の
地

位
に

関
す

る
提

言
原

子
力

発
電

所
事

故
に

伴
う

健
康

影
響

評
価

と
国

民
の

健
康

管
理

並
び

に
医

療
の

あ
り

方
検

討
分

科
会

○
○

6
4

2
0
1
7
/
9
/
2
9

東
日

本
大

震
災

に
関

す
る

学
術

調
査

・
研

究
活

動
―

成
果

・
課

題
・
提

案
―

東
日

本
大

震
災

に
係

る
学

術
調

査
検

討
委

員
会

○

6
3

2
0
1
7
/
9
/
2
9

性
的

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

の
権

利
保

障
を

め
ざ

し
て

―
婚

姻
・
教

育
・
労

働
を

中
心

に
―

日
本

学
術

会
議

法
学

委
員

会
社

会
と

教
育

に
お

け
る

L
G

B
T
Iの

権
利

保
障

分
科

会
○

○

6
2

2
0
1
7
/
9
/
2
9

医
療

を
支

え
る

バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

研
究

に
関

す
る

提
言

材
料

工
学

委
員

会
バ

イ
オ

マ
テ

リ
ア

ル
分

科
会

○
○

6
1

2
0
1
7
/
9
/
2
9

持
続

可
能

な
国

土
を

め
ざ

す
知

の
基

盤
形

成
－

「
国

土
学

」
の

体
系

と
戦

略
的

実
践

－
国

土
と

環
境

分
科

会
○

6
0

2
0
1
7
/
9
/
2
8

働
く
世

代
の

生
活

習
慣

病
予

防
―

健
診

・
保

健
指

導
の

今
後

の
展

開
と

若
年

期
か

ら
の

対
策

の
重

要
性

―
臨

床
医

学
委

員
会

・
健

康
・
生

活
科

学
委

員
会

合
同

生
活

習
慣

病
対

策
分

科
会

○

5
9

2
0
1
7
/
9
/
2
7

我
が

国
の

医
学

・
医

療
領

域
に

お
け

る
ゲ

ノ
ム

編
集

技
術

の
あ

り
方

医
学

・
医

療
領

域
に

お
け

る
ゲ

ノ
ム

編
集

技
術

の
あ

り
方

検
討

委
員

会
○

5
8

2
0
1
7
/
9
/
2
1

新
た

な
情

報
化

時
代

の
人

文
学

的
ア

ジ
ア

研
究

に
向

け
て

―
対

外
発

信
の

促
進

と
持

続
可

能
な

研
究

者
養

成
―

言
語

・
文

学
委

員
会

・
哲

学
委

員
会

・
史

学
委

員
会

・
地

域
研

究
委

員
会

合
同

ア
ジ

ア
研

究
・

対
ア

ジ
ア

関
係

に
関

す
る

分
科

会
○

5
7

2
0
1
7
/
9
/
2
0

生
き

る
力

の
更

な
る

充
実

を
目

指
し

た
家

庭
科

教
育

へ
の

提
案

－
教

員
養

成
の

立
場

か
ら

－
健

康
・
生

活
科

学
委

員
会

家
政

学
分

科
会

○

5
6

2
0
1
7
/
9
/
2
0

生
命

科
学

の
発

展
を

加
速

す
る

次
世

代
統

合
バ

イ
オ

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

科
学

の
研

究
推

進
基

礎
生

物
学

委
員

会
・
統

合
生

物
学

委
員

会
合

同
生

物
物

理
学

分
科

会
○

5
5

2
0
1
7
/
9
/
1
9

社
会

調
査

を
め

ぐ
る

環
境

変
化

と
問

題
解

決
に

向
け

て
社

会
学

委
員

会
社

会
統

計
調

査
ア

ー
カ

イ
ヴ

分
科

会
△

5
4

2
0
1
7
/
9
/
1
3

心
理

学
教

育
の

あ
る

べ
き

姿
と

公
認

心
理

師
養

成
―

「
公

認
心

理
師

養
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
検

討
会

」
報

告
書

を
受

け
て

―

心
理

学
・
教

育
学

委
員

会
心

理
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
検

討
分

科
会

、
健

康
・
医

療
と

心
理

学
分

科
会

△

5
3

2
0
1
7
/
9
/
1
3

融
合

社
会

脳
研

究
の

創
生

と
展

開
心

理
学

・
教

育
学

委
員

会
脳

と
意

識
分

科
会

△

5
2

2
0
1
7
/
9
/
1
3

脳
科

学
に

お
け

る
国

際
連

携
体

制
の

構
築

－
国

際
脳

科
学

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

計
画

と
国

際
脳

科
学

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
創

設

基
礎

医
学

委
員

会
神

経
科

学
分

科
会

、
形

態
・

細
胞

生
物

医
科

学
分

科
会

、
機

能
医

科
学

分
科

会
、

臨
床

医
学

委
員

会
脳

と
こ

こ
ろ

分
科

会
○

5
1

2
0
1
7
/
9
/
1
2

我
が

国
の

原
子

力
発

電
の

あ
り

方
に

つ
い

て
―

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

か
ら

何
を

く
み

取
る

か
原

子
力

利
用

の
将

来
像

に
つ

い
て

の
検

討
委

員
会

原
子

力
発

電
の

将
来

検
討

分
科

会
○

5
0

2
0
1
7
/
9
/
8

物
性

物
理

学
・
一

般
物

理
学

分
野

に
お

け
る

学
術

研
究

の
発

展
の

た
め

に
物

理
学

委
員

会
 物

性
物

理
学

・
一

般
物

理
学

分
科

会
○

4
9

2
0
1
7
/
9
/
7

数
理

科
学

と
他

の
科

学
分

野
や

産
業

と
の

連
携

の
基

盤
整

備
に

向
け

た
提

言
数

理
科

学
委

員
会

 数
学

分
科

会
○

4
8

2
0
1
7
/
9
/
6

社
会

的
課

題
に

立
ち

向
か

う
「
総

合
工

学
」
の

強
化

推
進

総
合

工
学

委
員

会
○
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4
7

2
0
1
7
/
9
/
6

大
学

等
に

お
け

る
非

密
封

放
射

性
同

位
元

素
使

用
施

設
の

拠
点

化
に

つ
い

て
基

礎
医

学
委

員
会

・
総

合
工

学
委

員
会

合
同

放
射

線
・
放

射
能

の
利

用
に

伴
う

課
題

検
討

分
科

会
○

4
6

2
0
1
7
/
9
/
1

大
規

模
風

水
害

適
応

策
の

新
た

な
展

開
に

対
応

し
た

科
学

・
技

術
研

究
を

進
め

る
た

め
に

-
社

会
実

装
の

進
展

と
と

も
に

顕
在

化
す

る
ニ

ー
ズ

に
応

え
て

-
地

球
環

境
の

変
化

に
伴

う
風

水
害

・
土

砂
災

害
へ

の
対

応
分

科
会

○
○

4
5

2
0
1
7
/
8
/
3
1

持
続

的
な

文
化

財
保

護
の

た
め

に
―

特
に

埋
蔵

文
化

財
に

お
け

る
喫

緊
の

課
題

―
史

学
委

員
会

文
化

財
の

保
護

と
活

用
に

関
す

る
分

科
会

○

4
4

2
0
1
7
/
8
/
3
0

人
類

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
の

拡
大

と
持

続
性

確
保

を
支

え
る

設
計

科
学

の
充

実
総

合
工

学
委

員
会

・
機

械
工

学
委

員
会

合
同

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

人
工

物
分

科
会

△

4
3

2
0
1
7
/
8
/
2
4

低
炭

素
・
健

康
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
と

都
市

・
建

築
へ

の
道

筋
環

境
学

委
員

会
・
土

木
工

学
・
建

築
学

委
員

会
合

同
低

炭
素

・
健

康
社

会
の

実
現

へ
の

道
筋

と
生

活
様

式
・
消

費
者

行
動

分
科

会
○

◎

4
2

2
0
1
7
/
8
/
2
3

大
震

災
の

起
き

な
い

都
市

を
目

指
し

て
土

木
工

学
・
建

築
学

委
員

会
大

地
震

に
対

す
る

大
都

市
の

防
災

・
減

災
分

科
会

○

4
1

2
0
1
7
/
8
/
2
2

学
術

の
総

合
的

発
展

と
社

会
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

資
す

る
研

究
資

金
制

度
の

あ
り

方
に

関
す

る
提

言
学

術
研

究
推

進
の

た
め

の
研

究
資

金
制

度
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
委

員
会

○
○

4
0

2
0
1
7
/
8
/
2
2

音
声

言
語

及
び

手
話

言
語

の
多

様
性

の
保

存
・
活

用
と

そ
の

た
め

の
環

境
整

備
言

語
・
文

学
委

員
会

科
学

と
日

本
語

分
科

会
○

3
9

2
0
1
7
/
8
/
1
7

わ
が

国
に

お
け

る
持

続
可

能
な

水
産

業
の

あ
り

方
－

生
態

系
ア

プ
ロ

ー
チ

に
基

づ
く
水

産
資

源
管

理
－

食
料

科
学

委
員

会
・
水

産
学

分
科

会
○

◎

3
8

2
0
1
7
/
8
/
1
7

材
料

工
学

か
ら

み
た

も
の

づ
く
り

人
材

育
成

の
課

題
と

展
望

材
料

工
学

委
員

会
材

料
工

学
将

来
展

開
分

科
会

○
○

3
7

2
0
1
7
/
8
/
8

「
災

害
軽

減
と

持
続

可
能

な
社

会
の

形
成

に
向

け
た

科
学

と
社

会
の

協
働

・
協

創
の

推
進

地
球

惑
星

科
学

委
員

会
地

球
・
人

間
圏

分
科

会
○

○
○

3
6

2
0
1
7
/
8
/
8

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

に
向

け
た

地
理

教
育

の
充

実
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

に
向

け
た

地
理

教
育

の
充

実
○

○
◎

3
5

2
0
1
7
/
8
/
8

科
学

的
知

見
の

創
出

に
資

す
る

可
視

化
に

向
け

て
総

合
工

学
委

員
会

・
機

械
工

学
委

員
会

合
同

計
算

科
学

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
工

学
設

○

3
4

2
0
1
7
/
7
/
2
8

C
T
検

査
に

よ
る

医
療

被
ば

く
低

減
に

関
す

る
提

言
臨

床
医

学
委

員
会

放
射

線
・
臨

床
検

査
分

科
会

○

3
3

2
0
1
7
/
7
/
2
8

精
神

・
神

経
疾

患
の

治
療

法
開

発
の

た
め

の
産

学
官

連
携

の
あ

り
方

に
関

す
る

提
言

臨
床

医
学

委
員

会
脳

と
こ

こ
ろ

分
科

会
○

○

3
2

2
0
1
7
/
7
/
2
0

2
1
世

紀
の

博
物

館
・
美

術
館

の
あ

る
べ

き
姿

―
博

物
館

法
の

改
正

へ
向

け
て

史
学

委
員

会
博

物
館

・
美

術
館

等
の

組
織

運
営

に
関

す
る

分
科

会
○

3
1

2
0
1
7
/
7
/
1
4

我
が

国
の

地
球

衛
星

観
測

の
あ

り
方

に
つ

い
て

地
球

惑
星

科
学

委
員

会
地

球
・
惑

星
圏

分
科

会
○

3
0

2
0
1
7
/
7
/
1
1

子
ど

も
の

動
き

の
健

全
な

育
成

を
め

ざ
し

て
～

基
本

的
動

作
が

危
な

い
～

健
康

・
生

活
科

学
委

員
会

健
康

・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
分

科
会

○
○

2
9

2
0
1
7
/
7
/
4

若
者

支
援

政
策

の
拡

充
に

向
け

て
社

会
学

委
員

会
社

会
変

動
と

若
者

問
題

分
科

会
○

○
○

○
○

○

2
8

2
0
1
7
/
6
/
2
7

国
立

大
学

の
教

育
研

究
改

革
と

国
の

支
援

－
学

術
振

興
の

基
盤

形
成

の
観

点
か

ら
－

学
術

振
興

の
観

点
か

ら
国

立
大

学
の

教
育

研
究

と
国

に
よ

る
支

援
の

あ
り

方
を

考
え

る
検

討
委

員
会

○

2
7

2
0
1
7
/
6
/
2
7

自
動

運
転

の
あ

る
べ

き
将

来
に

向
け

て
―

 学
術

界
か

ら
見

た
現

状
理

解
 ―

総
合

工
学

委
員

会
・
機

械
工

学
委

員
会

合
同

工
学

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

安
全

・
安

心
・
リ

ス
ク

検
討

分
科

会
○

○

2
6

2
0
1
7
/
6
/
1

学
術

の
総

合
的

発
展

を
め

ざ
し

て
―

人
文

・
社

会
科

学
か

ら
の

提
言

―
第

一
部

人
文

・
社

会
科

学
の

役
割

と
そ

の
振

興
に

関
す

る
分

科
会

○

2
5

2
0
1
7
/
5
/
2
3

我
が

国
の

子
ど

も
の

成
育

環
境

の
改

善
に

む
け

て
  

－
成

育
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

課
題

と
提

言
－

心
理

学
・
教

育
学

委
員

会
・
臨

床
医

学
委

員
会

・
健

康
・
生

活
科

学
委

員
会

・
環

境
学

委
員

会
・
土

木
工

学
・
建

築
学

委
員

会
合

同
子

ど
も

の
成

育
環

境
分

科
会

○
○

2
4

2
0
1
7
/
4
/
3

日
本

型
の

産
業

化
支

援
戦

略
地

域
研

究
委

員
会

　
国

際
地

域
開

発
研

究
分

科
会

○
○

○
○

○
○

2
3

2
0
1
7
/
3
/
2
4

 人
口

減
少

時
代

を
迎

え
た

日
本

に
お

け
る

持
続

可
能

で
体

系
的

な
地

方
創

生
の

た
め

に
日

本
学

術
会

議
地

域
研

究
委

員
会

人
文

・
経

済
地

理
学

分
科

会
、

地
域

情
報

分
科

会
○

○
○

2
2

2
0
1
7
/
3
/
3

わ
が

国
の

獣
医

学
教

育
の

現
状

と
国

際
的

通
用

性
食

料
科

学
委

員
会

獣
医

学
分

科
会

○

2
1

2
0
1
7
/
2
/
8

第
2
3
期

学
術

の
大

型
研

究
計

画
に

関
す

る
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

（
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

2
0
1
7
）

科
学

者
委

員
会

学
術

の
大

型
研

究
計

画
検

討
分

科
会

○

2
0

2
0
1
7
/
2
/
3

高
等

学
校

新
設

科
目

「
公

共
」
に

む
け

て
―

政
治

学
か

ら
の

提
言

―
政

治
学

委
員

会
○

○

1
9

2
0
1
7
/
2
/
3

神
宮

外
苑

の
歴

史
を

踏
ま

え
た

新
国

立
競

技
場

整
備

へ
の

提
言

―
大

地
に

根
ざ

し
た

「
本

物
の

杜
」
の

実
現

の
た

め
に

環
境

学
委

員
会

都
市

と
自

然
と

環
境

分
科

会
○

○
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1
8

2
0
1
6
/
1
2
/
6

学
術

研
究

の
円

滑
な

推
進

の
た

め
の

名
古

屋
議

定
書

批
准

に
伴

う
措

置
に

つ
い

て

農
学

委
員

会
・
食

料
科

学
委

員
会

合
同

　
農

学
分

野
に

お
け

る
名

古
屋

議
定

書
関

連
検

討
分

科
会

△
○

○

1
7

2
0
1
6
/
1
1
/
1
6

環
境

教
育

の
統

合
的

推
進

に
向

け
て

環
境

学
委

員
会

 環
境

思
想

・
環

境
教

育
分

科
会

◎
○

◎

1
6

2
0
1
6
/
1
1
/
4

こ
と

ば
に

対
す

る
能

動
的

態
度

を
育

て
る

取
り

組
み

－
初

等
中

等
教

育
に

お
け

る
英

語
教

育
の

発
展

の
た

め
に

－
言

語
・
文

学
委

員
会

文
化

の
邂

逅
と

言
語

分
科

会
○

1
5

2
0
1
6
/
7
/
6

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

資
す

る
オ

ー
プ

ン
サ

イ
エ

ン
ス

の
あ

り
方

に
関

す
る

提
言 （
英

訳
）
R

e
c
o
m

m
e
n
da

ti
o
n
s 

C
o
n
c
e
rn

in
g 

an
 A

pp
ro

ac
h
 t

o
 O

pe
n
 S

c
ie

n
c
e

T
h
at

 W
ill

 C
o
n
tr

ib
u
te

 t
o
 O

pe
n
 I
n
n
o
va

ti
o
n

オ
ー

プ
ン

サ
イ

エ
ン

ス
の

取
組

に
関

す
る

検
討

委
員

会
△

○

1
4

2
0
1
6
/
5
/
1
9

初
等

中
等

教
育

に
お

け
る

算
数

・
数

学
教

育
の

改
善

に
つ

い
て

の
提

言
数

理
科

学
委

員
会

数
学

教
育

分
科

会
○

1
3

2
0
1
6
/
5
/
1
7

国
立

自
然

史
博

物
館

設
立

の
必

要
性

基
礎

生
物

学
委

員
会

・
統

合
生

物
学

委
員

会
合

同
動

物
科

学
分

科
会

、
自

然
史

財
の

保
護

と
活

用
分

科
会

、
基

礎
生

物
学

委
員

会
・
統

合
生

物
学

委
員

会
・
農

学
委

員
会

合
同

植
物

科
学

分
科

会
及

び
基

礎
生

物
学

委
員

会
・
統

合
生

物
学

委
員

会
・
地

球
惑

星
科

学
委

員
会

合
同

自
然

史
・
古

生
物

学
分

科
会

○

1
2

2
0
1
6
/
5
/
1
6

1
8
歳

を
市

民
に

－
市

民
性

の
涵

養
を

め
ざ

す
高

等
学

校
公

民
科

の
改

革
―

心
理

学
・
教

育
学

委
員

会
市

民
性

の
涵

養
と

い
う

観
点

か
ら

高
校

の
社

会
科

教
育

の
在

り
方

を
考

え
る

分
科

会
○

○
○

1
1

2
0
1
6
/
5
/
1
6

「
歴

史
総

合
」
に

期
待

さ
れ

る
も

の
史

学
委

員
会

高
校

歴
史

教
育

に
関

す
る

分
科

会
○

1
0

2
0
1
6
/
4
/
5

持
続

可
能

な
地

球
社

会
の

実
現

を
め

ざ
し

て
－

F
u
tu

re
 E

ar
th

（
フ

ュ
ー

チ
ャ

ー
・

ア
ー

ス
）
の

推
進

－
フ

ュ
ー

チ
ャ

ー
・
ア

ー
ス

の
推

進
に

関
す

る
委

員
会

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

9
2
0
1
6
/
2
/
2
6

防
災

・
減

災
に

関
す

る
国

際
研

究
の

推
進

と
災

害
リ

ス
ク

の
軽

減
―

仙
台

防
災

枠
組

・
東

京
宣

言
の

具
体

化
に

向
け

た
提

言
―

国
際

委
員

会
防

災
・
減

災
に

関
す

る
国

際
研

究
の

た
め

の
東

京
会

議
分

科
会

　
土

木
工

学
・
建

築
学

委
員

会
IR

D
R

分
科

会
○

○
◎

○

8
2
0
1
6
/
2
/
8

こ
れ

か
ら

の
高

校
理

科
教

育
の

あ
り

方
科

学
者

委
員

会
・
科

学
と

社
会

委
員

会
合

同
広

報
・
科

学
力

増
進

分
科

会
○

7
2
0
1
6
/
1
/
2
8

緩
・
急

環
境

変
動

下
に

お
け

る
土

壌
科

学
の

基
盤

整
備

と
研

究
強

化
の

必
要

性
農

学
委

員
会

　
土

壌
科

学
分

科
会

○
○

6
2
0
1
5
/
8
/
6

科
学

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
女

性
の

参
画

を
拡

大
す

る
方

策
科

学
者

委
員

会
 男

女
共

同
参

画
分

科
会

◎
○

○

5
2
0
1
5
/
5
/
2
8

未
来

を
見

す
え

た
高

校
公

民
科

倫
理

教
育

の
創

生
―

<
考

え
る

「
倫

理
」
>
の

実
現

に
向

け
て

―
哲

学
委

員
会

 哲
学

・
倫

理
・
宗

教
教

育
分

科
会

○

4
2
0
1
5
/
5
/
2
0

東
京

都
受

動
喫

煙
防

止
条

例
の

制
定

を
求

め
る

緊
急

提
言

健
康

・
生

活
科

学
委

員
会

・
歯

学
委

員
会

合
同

脱
タ

バ
コ

社
会

の
実

現
分

科
会

○

3
2
0
1
5
/
4
/
2
8

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

の
処

分
に

関
す

る
政

策
提

言
－

国
民

的
合

意
形

成
に

向
け

た
暫

定
保

管
高

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
棄

物
の

処
分

に
関

す
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
検

討
委

員
会

○
○

○

2
2
0
1
5
/
4
/
2
4

神
宮

外
苑

の
環

境
と

新
国

立
競

技
場

の
調

和
と

向
上

に
関

す
る

提
言

環
境

学
委

員
会

都
市

と
自

然
と

環
境

分
科

会
委

員
会

○
○

◎

1
2
0
1
5
/
2
/
2
7

第
５

期
科

学
技

術
基

本
計

画
の

あ
り

方
に

関
す

る
提

言
学

術
の

観
点

か
ら

科
学

技
術

基
本

計
画

の
あ

り
方

を
考

え
る

委
員

会
○

○

記
入

印
の

凡
例

該
当

す
る

提
言

数

◎
そ

の
項

目
の

S
D

G
の

達
成

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

る
0

0
0

1
1

1
1

0
1

0
2

0
2

1
2

0
1

3

○
そ

の
項

目
を

対
象

と
す

る
が

、
直

接
的

に
は

S
D

G
達

成
に

つ
な

が
る

と
は

言
え

な
い

2
1

1
4

2
4

3
0

0
5

1
6

4
1
5

2
2

0
2

4
5

3

△
波

及
効

果
と

し
て

S
D

G
の

達
成

に
つ

な
が

る
、

あ
る

い
は

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

0
0

0
5

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

＊
「
S
D

G
的

発
想

」
と

は
、

提
言

・
報

告
が

全
体

と
し

て
S
D

G
sの

発
想

に
近

い
と

判
断

さ
れ

る
も

の
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2
2
期

報
告

と
S
D

G
s

報
告

一
覧

　
【
全

4
9
件

】

公
表

日
名

称
１

．
貧

困
２

．
飢

餓
３

．
健

康
４

．
教

育
５

．
ジ

ェ
ン

ダ
ー

６
．

水
と

衛
生

７
．

エ
ネ

ル
ギ

ー
８

．
経

済
と

雇
用

９
．

産
業

基
盤

1
0
.公

平
性

1
1
.人

間
居

住
1
2
.生

産
消

費
1
3
.気

候
変

動
1
4
.海

洋
資

源
1
5
.陸

域
生

態
系

1
6
.平

和
と

公
正

1
7
.パ

ー
ト

ナ
S
D

G
的

発
想

対
象

外

2
0
1
4
/
9
/
3
0

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:地

理
学

分
野

○

2
0
1
4
/
9
/
3
0

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:文

化
人

類
学

分
野

○

2
0
1
4
/
9
/
3
0

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:社

会
学

分
野

○

2
0
1
4
/
9
/
3
0

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:心

理
学

分
野

○

2
0
1
4
/
9
/
3
0

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
に

関
す

る
権

利
と

義
務

-
本

格
的

な
デ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
に

向
け

て
-

○

2
0
1
4
/
9
/
3
0

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:地

球
惑

星
科

学
分

野
○

2
0
1
4
/
9
/
3
0

学
術

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

促
進

の
た

め
の

課
題

と
推

進
策

◎
○

2
0
1
4
/
9
/
3
0

社
会

福
祉

系
大

学
院

発
展

の
た

め
の

提
案

－
高

度
専

門
職

業
人

養
成

課
程

と
研

究
者

養
成

課
程

の
並

立
を

め
ざ

し
て

○
○

○

2
0
1
4
/
9
/
2
6

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

拡
大

に
向

け
て

◎
△

△

2
0
1
4
/
9
/
2
6

環
境

学
の

俯
瞰

△
○

○
△

○
○

○
○

2
0
1
4
/
9
/
2
5

理
学

・
工

学
分

野
に

お
け

る
科

学
・
夢

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

2
0
1
4
（
夢

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

2
0
1
4
）

○

2
0
1
4
/
9
/
2
5

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

の
暫

定
保

管
に

関
す

る
技

術
的

検
討

○
○

2
0
1
4
/
9
/
2
5

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

問
題

へ
の

社
会

的
対

処
の

前
進

の
た

め
に

○
○

○
○

2
0
1
4
/
9
/
2
2

最
近

の
対

外
的

緊
張

関
係

の
解

消
と

日
本

に
お

け
る

多
文

化
共

生
の

確
立

に
向

け
て

○
○

2
0
1
4
/
9
/
2
2

生
命

科
学

の
基

盤
と

な
る

統
合

バ
イ

オ
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
科

学
の

研
究

推
進

△

2
0
1
4
/
9
/
1
9

社
会

や
市

場
の

変
化

に
対

応
す

る
生

産
科

学
の

振
興

と
人

材
育

成
○

◎

2
0
1
4
/
9
/
1
7

工
学

シ
ス

テ
ム

に
対

す
る

社
会

の
安

全
目

標
○

○
○

2
0
1
4
/
9
/
1
7

大
容

量
情

報
時

代
の

次
世

代
生

物
学

△

2
0
1
4
/
9
/
1
7

学
士

の
学

位
に

付
記

す
る

専
攻

分
野

の
名

称
の

在
り

方
に

つ
い

て
○

2
0
1
4
/
9
/
1
6

若
手

研
究

者
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

継
続

的
運

用
に

向
け

て
○

○

2
0
1
4
/
9
/
1
0

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:政

治
学

分
野

○

2
0
1
4
/
9
/
9

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:歴

史
学

分
野

○

2
0
1
4
/
9
/
8

日
本

学
術

会
議

の
果

た
し

得
る

評
価

機
能

に
つ

い
て

○

2
0
1
4
/
9
/
3

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
：
地

域
研

究
分

野
○

2
0
1
4
/
9
/
2

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

に
よ

っ
て

環
境

中
に

放
出

さ
れ

た
放

射
性

物
質

の
輸

送
沈

着
過

程
に

関
す

る
モ

デ
ル

計
算

結
果

の
比

較
△

○
○

2
0
1
4
/
9
/
1

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
：
材

料
工

学
分

野
○

2
0
1
4
/
9
/
1

福
島

原
発

事
故

に
よ

る
放

射
能

汚
染

と
森

林
、

林
業

、
木

材
関

連
産

業
へ

の
影

響
－

現
状

及
び

問
題

点
－

○
○

2
0
1
4
/
8
/
2
9

社
会

学
理

論
の

復
興

を
め

ざ
し

て
○

7
 /

 1
0
 ペ

ー
ジ

21



公
表

日
名

称
１

．
貧

困
２

．
飢

餓
３

．
健

康
４

．
教

育
５

．
ジ

ェ
ン

ダ
ー

６
．

水
と

衛
生

７
．

エ
ネ

ル
ギ

ー
８

．
経

済
と

雇
用

９
．

産
業

基
盤

1
0
.公

平
性

1
1
.人

間
居

住
1
2
.生

産
消

費
1
3
.気

候
変

動
1
4
.海

洋
資

源
1
5
.陸

域
生

態
系

1
6
.平

和
と

公
正

1
7
.パ

ー
ト

ナ
S
D

G
的

発
想

対
象

外

2
0
1
4
/
8
/
2
9

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
　

経
済

学
分

野
○

2
0
1
4
/
8
/
2
6

植
物

に
お

け
る

新
育

種
技

術
（
N

P
B

T
 :
 N

e
w

 P
la

n
t 

B
re

e
di

n
g 

T
e
c
h
n
iq

u
e
s）

の
現

状
と

課
題

○
○

2
0
1
4
/
8
/
2
1

わ
が

国
に

お
け

る
消

化
器

疾
患

の
近

未
来

の
動

向
と

対
策

○

2
0
1
4
/
7
/
2
3

科
学

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
か

ら
見

た
職

務
発

明
制

度
の

あ
り

方
と

科
学

者
に

対
す

る
知

財
教

育
の

必
要

性
○

2
0
1
4
/
7
/
9

わ
が

国
に

お
け

る
が

ん
研

究
・
診

療
・
教

育
体

制
の

問
題

点
と

対
策

に
つ

い
て

○

2
0
1
4
/
6
/
2
3

生
体

機
能

シ
ス

テ
ム

の
理

解
と

予
測

・
制

御
技

術
開

発
：
計

算
生

命
科

学
の

導
入

に
よ

る
医

療
･創

薬
の

推
進

○
△

2
0
1
4
/
6
/
1
3

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

の
教

訓
○

○

2
0
1
4
/
6
/
9

生
活

習
慣

病
研

究
の

あ
り

方
○

2
0
1
4
/
3
/
1
9

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
：
土

木
工

学
・
建

築
学

分
野

○

2
0
1
4
/
2
/
4

科
学

者
か

ら
社

会
へ

の
情

報
発

信
の

あ
り

方
に

つ
い

て
○

○

2
0
1
3
/
1
0
/
9

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
：
生

物
学

分
野

○

2
0
1
3
/
9
/
1
8

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
：
数

理
科

学
分

野
○

2
0
1
3
/
9
/
2

我
が

国
に

お
け

る
歯

科
医

学
の

現
状

と
国

際
比

較
2
0
1
3

○

2
0
1
3
/
8
/
3
0

全
員

加
盟

制
医

師
組

織
に

よ
る

専
門

職
自

律
の

確
立

-
国

民
に

信
頼

さ
れ

る
医

療
の

実
現

の
た

め
に

-
◎

○

2
0
1
3
/
8
/
1
9

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
：
機

械
工

学
分

野
○

2
0
1
3
/
5
/
1
5

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
：
家

政
学

分
野

○

2
0
1
2
/
1
2
/
2
1

第
2
2
期

学
術

の
大

型
施

設
計

画
・
大

規
模

研
究

計
画

に
関

す
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
策

定
の

方
針

○

2
0
1
2
/
1
1
/
3
0

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
：
法

学
分

野
○

2
0
1
2
/
1
1
/
3
0

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
：
言

語
・

文
学

分
野

○

2
0
1
2
/
1
1
/
3
0

科
学

・
技

術
の

デ
ュ

ア
ル

ユ
ー

ス
問

題
に

関
す

る
検

討
報

告
○

2
0
1
2
/
8
/
3
1

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
：
経

営
学

分
野

○

記
入

印
の

凡
例

該
当

す
る

報
告

数

◎
そ

の
項

目
の

S
D

G
の

達
成

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

る
0

0
1

0
1

0
1

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0

○
そ

の
項

目
を

対
象

と
す

る
が

、
直

接
的

に
は

S
D

G
達

成
に

つ
な

が
る

と
は

言
え

な
い

0
1

7
2
1

0
1

1
3

6
2

7
1

1
1

3
3

3
0

△
波

及
効

果
と

し
て

S
D

G
の

達
成

に
つ

な
が

る
、

あ
る

い
は

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

0
0

4
0

0
0

0
1

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

＊
「
S
D

G
的

発
想

」
と

は
、

提
言

・
報

告
が

全
体

と
し

て
S
D

G
sの

発
想

に
近

い
と

判
断

さ
れ

る
も

の

8
 /

 1
0
 ペ

ー
ジ

22



2
3
期

報
告

と
S
D

G
s

4
5

第
2
3
期

（
平

成
2
6
年

1
0
月

1
日

～
平

成
2
9
年

9
月

3
0
日

）
　

※
平

成
2
9
年

9
月

2
9
日

時
点

版

公
表

日
名

称
表

出
委

員
会

等
１

．
貧

困
２

．
飢

餓
３

．
健

康
４

．
教

育
５

．
ジ

ェ
ン

ダ
ー

６
．

水
と

衛
生

７
．

エ
ネ

ル
ギ

ー
８

．
経

済
と

雇
用

９
．

産
業

基
盤

1
0
.公

平
性

1
1
.人

間
居

住
1
2
.生

産
消

費
1
3
.気

候
変

動
1
4
.海

洋
資

源
1
5
.陸

域
生

態
系

1
6
.平

和
と

公
正

1
7
.パ

ー
ト

ナ
S
D

G
的

発
想

対
象

外

4
5

2
0
1
7
/
9
/
3
0

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
 医

学
分

野
基

礎
医

学
委

員
会

・
臨

床
医

学
委

員
会

・
健

康
・
生

活
科

学
委

員
会

合
同

医
学

分
野

の
参

照
基

準
検

討
分

科
会

○
○

4
4

2
0
1
7
/
9
/
2
9

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
看

護
学

分
野

健
康

・
生

活
科

学
委

員
会

看
護

学
分

科
会

○
○

4
3

2
0
1
7
/
9
/
2
9

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
歯

学
分

野
歯

学
委

員
会

 歯
学

教
育

分
科

会
○

○

4
2

2
0
1
7
/
9
/
2
9

超
高

齢
社

会
に

お
け

る
生

活
習

慣
病

の
研

究
と

医
療

体
制

臨
床

医
学

委
員

会
循

環
器

・
内

分
泌

・
代

謝
分

科
会

○

4
1

2
0
1
7
/
9
/
2
9

社
会

に
貢

献
す

る
医

療
系

薬
学

研
究

の
推

進
薬

学
委

員
会

医
療

系
薬

学
分

科
会

○

4
0

2
0
1
7
/
9
/
2
9

グ
ロ

ー
バ

ル
化

と
地

方
再

生
の

た
め

の
人

材
育

成
―

シ
ン

ク
タ

ン
ク

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
と

若
者

の
未

来
―

政
治

学
委

員
会

比
較

政
治

分
科

会
○

○

3
9

2
0
1
7
/
9
/
2
9

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

被
災

者
の

た
め

の
よ

り
良

い
健

康
管

理
と

医
療

の
提

供
に

向
け

て

原
子

力
発

電
所

事
故

に
伴

う
健

康
影

響
評

価
と

国
民

の
健

康
管

理
並

び
に

医
療

の
あ

り
方

検
討

分
科

会
○

3
8

2
0
1
7
/
9
/
2
9

持
続

可
能

な
林

業
・
林

産
業

の
構

築
に

向
け

た
課

題
と

対
策

農
学

委
員

会
林

学
分

科
会

○
○

3
7

2
0
1
7
/
9
/
2
9

電
気

電
子

工
学

の
新

た
な

方
向

性
電

気
電

子
工

学
委

員
会

○

3
6

2
0
1
7
/
9
/
2
9

持
続

可
能

な
開

発
目

標
(S

D
G

s)
の

達
成

に
向

け
て

日
本

の
学

術
界

が
果

た
す

べ
き

役
割

環
境

学
委

員
会

◎

3
5

2
0
1
7
/
9
/
2
9

重
要

自
然

標
本

と
し

て
の

「
自

然
史

財
」

の
選

定
と

登
録

基
礎

生
物

学
委

員
会

・
統

合
生

物
学

委
員

会
合

同
自

然
史

財
の

保
護

と
活

用
分

科
会

○

3
4

2
0
1
7
/
9
/
2
9

高
等

学
校

の
生

物
教

育
に

お
け

る
重

要
用

語
の

選
定

に
つ

い
て

基
礎

生
物

学
委

員
会

・
統

合
生

物
学

委
員

会
合

同
生

物
科

学
分

科
会

○

3
3

2
0
1
7
/
9
/
2
9

環
境

政
策

に
お

け
る

意
思

決
定

の
た

め
の

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

の
あ

り
か

た
に

つ
い

て
健

康
・
生

活
科

学
委

員
会

・
環

境
学

委
員

会
合

同
環

境
リ

ス
ク

分
科

会
○

3
2

2
0
1
7
/
9
/
2
9

気
候

変
動

に
対

応
す

る
育

種
学

の
課

題
と

展
開

農
学

委
員

会
育

種
学

分
科

会
△

○
○

3
1

2
0
1
7
/
9
/
2
9

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
の

長
期

展
望

東
日

本
大

震
災

復
興

支
援

委
員

会
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

問
題

検
討

分
科

会
◎

○

3
0

2
0
1
7
/
9
/
2
9

労
働

時
間

の
規

制
の

在
り

方
に

関
す

る
報

告
日

本
学

術
会

議
経

済
学

委
員

会
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
研

究
分

科
会

△
○

2
9

2
0
1
7
/
9
/
2
0

情
報

通
信

人
材

育
成

の
連

鎖
構

築
に

つ
い

て
電

気
電

子
工

学
委

員
会

通
信

・
電

子
シ

ス
テ

ム
分

科
会

○
△

2
8

2
0
1
7
/
9
/
2
0

工
学

シ
ス

テ
ム

に
対

す
る

社
会

安
全

目
標

の
基

本
と

各
分

野
へ

の
適

用
総

合
工

学
委

員
会

・
機

械
工

学
委

員
会

合
同

工
学

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

安
全

・
安

心
・
リ

ス
ク

検
討

分
科

会
○

○

2
7

2
0
1
7
/
9
/
2
0

『
知

の
統

合
』
の

人
材

育
成

と
推

進
総

合
工

学
委

員
会

工
学

基
盤

に
お

け
る

知
の

統
合

分
科

会
○

2
6

2
0
1
7
/
9
/
1
5

 多
様

で
持

続
可

能
な

復
興

を
実

現
す

る
た

め
に

―
政

策
課

題
と

社
会

学
の

果
た

す
べ

き
役

割
―

社
会

学
委

員
会

東
日

本
大

震
災

の
被

害
・
影

響
構

造
と

日
本

社
会

の
再

生
の

道
を

探
る

分
○

○

2
5

2
0
1
7
/
9
/
1
2

放
射

性
元

素
の

移
行

機
構

の
解

明
と

環
境

浄
化

に
関

す
る

国
際

共
同

基
礎

研
究

の
推

進
放

射
性

核
種

に
よ

る
汚

染
に

係
る

環
境

浄
化

の
基

礎
科

学
に

関
す

る
委

員
会

○
○

2
4

2
0
1
7
/
9
/
8

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
 サ

ー
ビ

ス
学

分
野

経
営

学
委

員
会

・
総

合
工

学
委

員
会

合
同

サ
ー

ビ
ス

学
分

科
会

○

2
3

2
0
1
7
/
9
/
1

子
ど

も
の

放
射

線
被

ば
く
の

影
響

と
今

後
の

課
題

－
現

在
の

科
学

的
知

見
を

福
島

で
生

か
す

た
め

に
－

臨
床

医
学

委
員

会
放

射
線

防
護

・
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

分
科

会
○

2
2

2
0
1
7
/
8
/
3
0

材
料

工
学

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
ロ

ー
リ

ン
グ

社
会

イ
ン

フ
ラ

、
グ

リ
ー

ン
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

材
料

工
学

委
員

会
材

料
工

学
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

ロ
ー

リ
ン

グ
分

科
会

○
○

2
1

2
0
1
7
/
8
/
2
8

社
会

の
発

展
と

安
全

・
安

心
を

支
え

る
情

報
基

盤
の

普
及

に
向

け
て

情
報

学
委

員
会

安
全

・
安

心
社

会
と

情
報

技
術

分
科

会
○

2
0

2
0
1
7
/
8
/
1
7

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
　

薬
学

分
野

（
４

年
制

教
育

を
中

心
と

し
て

）
薬

学
委

員
会

薬
学

教
育

分
科

会
○

1
9

2
0
1
7
/
8
/
8

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
 計

算
力

学
分

野
総

合
工

学
委

員
会

・
機

械
工

学
委

員
会

合
同

計
算

科
学

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
工

学
設

計
分

科
○

1
8

2
0
1
7
/
7
/
2
7

生
態

学
の

展
望

統
合

生
物

学
委

員
会

生
態

科
学

分
科

会
○

○

1
7

2
0
1
7
/
7
/
2
7

パ
リ

協
定

を
踏

ま
え

た
わ

が
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
温

暖
化

の
対

策
・
政

策
の

方
向

性
に

つ
い

て
総

合
工

学
委

員
会

 エ
ネ

ル
ギ

ー
と

科
学

技
術

に
関

す
る

分
科

会
○

◎

1
6

2
0
1
7
/
7
/
1
9

持
続

可
能

な
都

市
農

業
の

実
現

に
向

け
て

農
学

委
員

会
農

業
生

産
環

境
工

学
分

科
会

○
○

○
1
5

2
0
1
7
/
6
/
2
8

生
産

農
学

に
お

け
る

学
部

教
育

の
あ

り
方

に
つ

い
て

農
学

委
員

会
農

学
分

科
会

○

1
4

2
0
1
7
/
6
/
2
1

畜
産

学
の

特
性

に
配

慮
し

た
教

育
・
研

究
課

題
－

飼
育

動
物

の
安

定
的

利
活

用
を

目
指

し
て

－
食

料
科

学
委

員
会

畜
産

学
分

科
会

○
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1
3

2
0
1
7
/
5
/
9

わ
が

国
の

経
営

学
大

学
院

教
育

の
あ

り
方

に
つ

い
て

～
高

度
専

門
職

業
人

教
育

を
中

心
に

し
て

～
日

本
学

術
会

議
経

営
学

委
員

会
経

営
学

大
学

院
教

育
の

あ
り

方
検

討
分

科
会

○
○

1
2

2
0
1
7
/
4
/
1
3

軍
事

的
安

全
保

障
研

究
に

つ
い

て
安

全
保

障
と

学
術

に
関

す
る

検
討

委
員

会
○

1
1

2
0
1
6
/
1
0
/
3

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
：
物

理
学

・
天

文
学

分
野

物
理

学
委

員
会

　
物

理
学

分
野

の
参

照
基

準
検

討
分

科
会

○

1
0

2
0
1
6
/
8
/
2
4

高
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

の
処

分
を

テ
ー

マ
と

し
た

W
e
b上

の
討

論
型

世
論

調
査

社
会

学
委

員
会

討
論

型
世

論
調

査
分

科
会

○

9
2
0
1
6
/
8
/
2
4

大
型

レ
ー

ザ
ー

に
よ

る
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
密

度
科

学
の

新
展

開
総

合
工

学
委

員
会

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

科
学

技
術

に
関

す
る

分
科

会
△

8
2
0
1
6
/
6
/
9

我
が

国
の

海
洋

科
学

の
推

進
に

不
可

欠
な

海
洋

研
究

船
の

研
究

航
海

日
数

の
確

保
に

つ
い

て
地

球
惑

星
科

学
委

員
会

S
C

O
R

分
科

会
○

7
2
0
1
6
/
3
/
2
3

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:情

報
学

分
野

情
報

学
委

員
会

　
情

報
科

学
技

術
教

育
分

科
会

○

6
2
0
1
6
/
3
/
2
3

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:哲

学
分

野
哲

学
委

員
会

　
哲

学
分

野
の

参
照

基
準

検
討

分
科

会
○

5
2
0
1
6
/
2
/
2

第
2
3
期

学
術

の
大

型
施

設
計

画
・
大

規
模

研
究

計
画

に
関

す
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
策

定
の

方
針

科
学

者
委

員
会

　
学

術
の

大
型

研
究

計
画

検
討

分
科

会
○

4
2
0
1
5
/
1
2
/
1
7

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:統

計
学

分
野

数
理

科
学

委
員

会
　

統
計

学
分

野
の

参
照

基
準

検
討

分
科

会
○

3
2
0
1
5
/
1
0
/
9

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:農

学
分

野
農

学
委

員
会

・
食

料
科

学
委

員
会

合
同

 農
学

分
野

の
参

照
基

準
検

討
分

科
会

○

2
2
0
1
5
/
7
/
2
9

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:電

気
電

子
工

学
分

野
電

気
電

子
工

学
委

員
会

 電
気

電
子

工
学

分
野

の
参

照
基

準
検

討
分

科
会

○

1
2
0
1
5
/
6
/
1
9

大
学

教
育

の
分

野
別

質
保

証
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
:社

会
福

祉
学

分
野

社
会

学
委

員
会

　
社

会
福

祉
学

分
野

の
参

照
基

準
検

討
分

科
会

○

記
入

印
の

凡
例

該
当

す
る

報
告

数

◎
そ

の
項

目
の

S
D

G
の

達
成

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

る
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1

○
そ

の
項

目
を

対
象

と
す

る
が

、
直

接
的

に
は

S
D

G
達

成
に

つ
な

が
る

と
は

言
え

な
い

0
0

8
2
2

0
0

1
2

4
0

5
3

2
1

4
1

2
0

△
波

及
効

果
と

し
て

S
D

G
の

達
成

に
つ

な
が

る
、

あ
る

い
は

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

0
1

1
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

＊
「
S
D

G
的

発
想

」
と

は
、

提
言

・
報

告
が

全
体

と
し

て
S
D

G
sの

発
想

に
近

い
と

判
断

さ
れ

る
も

の
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